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「本当の自分」を感じる自己の特徴 ― 単層と重層の自己についての予備的研究

注目して行った。その部分が単層と重層とを区別する重要な基準だからである。単層の自己を選択

した中で最後に分類された７名の回答にあったような「無理はせず自然に」などの表現には自己の

二重性がみられないが、重層の自己を選択した回答にあったような「決定している」や「無理をし

ている」などの表現には、もう一方の自己との間に何らかのズレや軋轢、統制力の差などが現れて

おり、その点で後者は２つの自己を相対的に比較して関係性を認識していたと考えられる。

　Figure 2 を用いて自己の単層と重層を回答させることは、本研究の研究１や先行する田島（2019）

の調査ですでに行われていたが、自己の階層性をどのように感じている者がそれぞれを選択してい

るのか不明であった。今回の調査では、単層と重層の選択者それぞれの自由記述の内容を比較した

ところ、階層性の選択の基準として仮定していた内容に沿うように自己を感じていたと解釈するこ

とができる。

　また、少数ではあるものの、場面間の自己の変化を否定するような回答があったことは課題とし

て残る。変化する部分を感じずに一貫する部分のみ感じるとは考えにくいが、それらいずれの自己

の様相もあまり顧みられていないのか、それとも、自己が不変であるという感覚が、場面ごとに期

待される固有の行動傾向の変化があると感じていることと表裏であるのかについては今後の検討が

必要である。

結　語

　研究１において、自己が単層であるか重層であるかという選択が、私的自己意識の程度や場面間

の自己の変化量との関連がみられないことと、研究２における自己の階層性についての内省の内容

をふまえて考えると、「本当の自分」を感じる重層の自己とはいわば２人の自分が同時に存在して

いるように感じる状態であるといえる。さらに、場面によって変化する自己と「本当の自分」のよ

うに感じられる自己の２つは、どちらも単に存在することだけが感じられるというのではなく、そ

れらは一括され、相対化されてとらえられていた。すなわち、２つの自己の差異が認知されていた

り、一方が他方の変化を統制するような関係性が認知されていたりしたのである。

　自己の多面性にかかわる議論において、変化することが肯定的か否定的かという問題がこれまで

議論されてきたが、ここに自己の階層性の視点を新たに入れることによって整理できる部分がある

ように思われる。外界適応に沿った客観的な自己の変化は肯定的であるが、自己が重層となること

によって、「本当の自分」と感じる側面からのズレが認識されることで内界に否定的な影響を及ぼ

し得るということである。例えば、田島（2010）の調査では、場面間の自己概念の変化量は抑うつ・

不安の程度と関連がみられなかったが、自己を多面化させていると主観的に感じている程度は抑う

つ・不安と正の相関関係がみられた。この結果についても、変化する自己と変化しない自己とのズ

レを認識することから否定的影響が生じていると考えれば理解することができるだろう。重層の自
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